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－ 今月の表紙 －
　10月７日、ひかりの子保育園で
行なわれた運動会の１コマです。
　ゴールに向かって一生懸命走る
５歳児クラス、ぶどう組の子ども
たち。子どもたちの活躍する姿を
見て、会場の応援は一段と熱が入
りました。
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特別会計の実質収支額
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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
市

の
財
政
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
平
成
28

年
度
決
算
の
概
要
を
地
方
財
政
状

況
調
査
表
（
決
算
統
計
）
に
基
づ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

決
算
統
計
は
総
務
省
の
基
準
に

よ
り
決
算
を
分
析
し
た
も
の
で
す
。

　

決
算
額
は
、
熊
本
地
震
の
影
響

が
大
き
い
た
め
、
歳
入
歳
出
と
も

に
過
去
最
高
額
と
な
り
基
金
（
貯

金
）
か
ら
の
繰
入
れ
と
起
債
（
借

金
）
の
借
入
れ
が
増
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ

ル
の
災
害
復
旧
工
事
な
ど
平
成
28

年
度
中
に
事
業
が
完
了
せ
ず
に
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
財
源
は
今
回

の
決
算
額
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。

収
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況

　

一
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会
計
の
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は
２
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、
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万
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千
円
で
、
平
成

27
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に
比
べ
て
29
億
９
、
５
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４
万
円
（
15
・
１
％
）
増
え
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
は
、
市
税
や
地

方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
税

（
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
）
は
、
平
成
28
年
度
決

算
で
歳
入
の
約
28
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
と
比
較
し
て
、

金
額
で
２
億
８
、
５
８
７
万
円
増

え
ま
し
た
。

歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

国民健康保険特別会計 72億550万2千円 71億153万円 1億397万2千円

後期高齢者医療特別会計 5億1,011万4千円 5億879万1千円 132万3千円

介護保険特別会計 40億4,040万3千円 39億7,691万4千円 6,348万9千円

一般会計の歳入　228億1,231万3千円

市税 28%
64億7,622万9千円

地方交付税 19%
42億885万4千円

国庫支出金 19%
43億6,988万2千円

県支出金 10%
22億5,879万円

市債 9%
19億4,913万1千円

地方消費税交付金 4%
9億2,642万5千円

繰越金 2%
4億3,907万7千円

その他
（繰入金など） 8％
18億5,821万4千円

その他（地方譲与税など）1％
3億2,571万1千円

自主財源
38％依存財源

62％
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支
出
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
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１
５
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２
２
９
万
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円
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、
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年
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に
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、
４
０
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万
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千
円
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４
％
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。
市
民
一
人
当
た
り
、

35
万
３
千
円
が
支
出
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
民
生

費
が
約
46
％
、
衛
生
費
が
約
11
％
、

総
務
費
が
約
10
％
、
教
育
費
が
約

９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

性
質
別
に
は
、
扶
助
費
が
約
30

％
、
人
件
費
が
約
14
％
、
繰
出
金

が
８
％
、
普
通
建
設
事
業
費
が
約

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の

決
算
状
況
・
実
質
収
支

　

実
質
収
支
額
は
９
億
１
、
１
８

０
万
８
千
円
で
、
平
成
27
年
度
に

比
べ
て
２
億
69
万
４
千
円
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
実
質
収
支
額
の
う

ち
４
億
６
、
０
０
０
万
円
は
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
の

４
億
５
、
１
８
０
万
８
千
円
は
平

成
29
年
度
予
算
へ
繰
り
越
し
ま
し

た
。

一般会計の歳出　215億6,229万3千円

歳入総額
228億1,231万3千円

上記差引額
12億5,002万円

歳出総額
215億6,229万3千円

翌年度へ繰り越すべき財源※

３億3,821万2千円

差引額
12億5,002万円

実質収支額
9億1,180万8千円

※平成28年度に事業が完了せず、
翌年度に繰り越す財源。

市の貯金と借金（平成28年度末）
（貯金） 財政調整基金 35億4,877万円
 減債基金 5億3,922万8千円
 特定目的基金 26億4,223万4千円
 　 合　計	 67億3,023万2千円 ………市民１人当たり 110,292円

（借金） 地方債（一般会計） 168億9,956万5千円 ………市民１人当たり 276,942円
 地方債（企業会計） 280億8,009万5千円 ………市民１人当たり 460,163円

※人口は平成29年３月末の人口（61,022人）で算出しています。

議会費 1%
1億9,456万8千円

労働費 0%
9万5千円

総務費 10%
21億6,244万3千円

農林水産業費 3%
6億3,990万2千円

商工費 1%
1億1,520万8千円

土木費 8%
17億2,883万4千円

消防費 3%
6億1,153万4千円

教育費 9%
18億6,859万4千円

災害復旧費 1%
3億1,192万6千円

公債費 7%
16億754万円

民生費 46%
99億7,516万6千円

衛生費 11%
23億4,648万3千円
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市
の
財
政
は
健
全
な
状
態
で
す

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不

足
比
率
」
を
算
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
で

定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
財
政
破
綻

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
４
つ
の
指

標
で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
の
規
模
を

示
す
比
率
で
す
。
当
年
度
は
赤
字

額
が
な
い
た
め
比
率
は
あ
り
ま
せ

ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
を
対
象
に
し
た
赤

字
額
の
規
模
を
示
す
比
率
で
す
。

全
て
の
会
計
で
赤
字
額
が
な
い
た

め
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
他
、
特
別
会
計
な

ど
へ
の
公
債
費
負
担
分
な
ど
も
加

え
た
実
質
的
な
公
債
費
の
比
率
で

す
。
当
年
度
は
4.2
％
と
な
り
、
前

年
度
か
ら
1.0
％
減
少
し
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
地
方
債
残
高
に
加

え
、
特
別
会
計
な
ど
へ
の
将
来
負

担
を
示
し
た
比
率
で
す
。
本
市
は
、

将
来
負
担
額
に
対
し
て
基
金
積
立

金
な
ど
の
財
源
が
上
回
っ
て
い
る

た
め
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
の
規

模
を
示
す
比
率
で
す
。
い
ず
れ
の

公
営
企
業
も
資
金
不
足
額
が
な
い

た
め
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本市の健全化判断比率・資金不足比率

健全化判断比率 26年度 27年度 28年度
早期健全化

基準

①実質赤字比率 なし なし なし 13.06%

②連結実質赤字比率 なし なし なし 18.06%

③実質公債費比率 7.1% 5.2% 4.2% 25%

④将来負担比率 なし なし なし 350%

※比率がないものは「なし」と表示しています。

平成28年度の 主な事業 と 決算額
子育て
教育・保育施設給付費･･････････････26億7,400万円

児童手当支給 ･････････････････････････13億3,200万円

こども医療費助成･･････････････････････2億8,100万円

児童扶養手当支給･･････････････････････2億6,300万円

熊本地震関係
地震被害家屋等解体業務委託 ･･･････4億4,400万円
震災廃棄物処理委託 ･･･････････････････3億8,300万円
経営体育成支援事業補助金 ･･････････1億8,000万円
災害救助法に基づく応急修理 ･･･････1億5,000万円
自費解体家屋等撤去費 ････････････････1億3,600万円
地震被害家屋等廃棄物処分業務委託 
　　 ･･･････････････････････････････････････1億2,500万円

福祉
障害福祉サービス給付･･･････････ 9億4,300万円

児童発達支援・放課後等デイサービス給付
･･･････････････････････････････････････2億8,300万円

医療扶助費 ･･････････････････････････････2億2,300万円

生活扶助費 ･･････････････････････････････1億5,900万円

健康・環境
介護保険特別会計繰出金 ･････････････5億6,000万円
国民健康保険特別会計繰出金 ･･･････5億4,000万円
後期高齢者広域連合負担金（療養給付費） 
　　 ･･････････････････････････････････････････5億200万円
菊池環境保全組合負担金（ごみ処分） 
　　 ･･･････････････････････････････････････3億2,900万円
予防接種委託料･････････････････････････2億3,100万円
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損益計算書

損益計算書 

水道事業

下水道事業

貸借対照表

歳出歳入

貸借対照表

国民健康保険特別会計 決算

公営企業会計 決算

●問い合わせ先	 健康づくり推進課　国保年金班
 （西合志庁舎） ☎242‐1183

●問い合わせ先	 上下水道課 庶務料金班
 （合志庁舎）☎248‐ 1159

　平成28年度の年間平均の国保加入世帯数は7,324世帯、被保険者数は12,844人でし
た。被保険者の内訳は、一般被保険者12,451人、退職被保険者393人です。前年度と
比較して、加入世帯は64世帯、被保険者は294人の減となっています。

　公営企業は、民間企業のように物やサービスの提供に対する料金収入などで運営する
事業です。本市では水道事業や工業用水道事業、下水道事業が企業会計方式です。

収益の部 費用の部
営業収益 7億4,754万8千円営業費用 5億1,971万6千円
営業外収益 2,438万9千円営業外費用 4,633万5千円
特別利益 0円特別損失 16万1千円
合　計
前年度比

7億7,193万7千円
＋1,633万7千円（2.16％）

合　計
前年度比

5億6,621万2千円
△1,880万円（△3.21％）

●当年度純利益　2億572万5千円（前年度比 +3,513万7千円）

収益の部 費用の部
営業収益 7億2,023万7千円営業費用 14億2,577万1千円
営業外収益 6億4,635万7千円営業外費用 2億378万3千円
特別利益 3万2千円特別損失 412万1千円
合　計
前年度比

13億6,662万6千円
＋1億735万1千円（8.52％）

合　計
前年度比

16億3,367万5千円
＋1億6,586万円（11.30％）

資産の部 負債・資本の部
固定資産 70億658万3千円 負　債 31億5,057万9千円
流動資産 15億3,308万8千円 資　本 53億8,909万2千円
合　計 85億3,967万1千円 合　計 85億3,967万1千円

科目 支出額 支出額の 
構成割合

総 　 務 　 費 2,732万2千円 0.4%
保 険 給 付 費 44億119万4千円 62.0%
後期高齢者支援金等 6億8,395万7千円 9.6%
前期高齢者納付金等 49万9千円 0.0%
介 護 納 付 金 2億5,035万8千円 3.5%
共 同 事 業 拠 出 金 16億1,781万1千円 22.8%
保 健 事 業 費 5,152万4千円 0.7%
基 金 積 立 金 36万4千円 0.0%
そ の 他 の 支 出 6,850万1千円 1.0%

合　計
前年度比

71億153万円
△2億2,949万4千円（△3.1％）

100.0%

科目 収入額 収入額の
構成割合

国 民 健 康 保 険 税 11億7,412万4千円 16.3%
国 庫 支 出 金 16億5,048万1千円 22.9%
県　 支　 出　 金 3億6,643万8千円 5.1%
療養給付費交付金 2億2,110万2千円 3.1%
前期高齢者交付金 15億6,781万1千円 21.8%
共 同 事 業 交 付 金 16億286万7千円 22.2%
一 般 会 計 繰 入 金 5億4,000万7千円 7.5%
繰　　 越　　 金 6,568万円 0.9%
そ の 他 の 収 入 1,699万2千円 0.2%

合　計
前年度比

72億550万2千円
△2億6,120万2千円（△3.5％）

100.0%

●当年度収支　1億397万2千円（前年度比 △3,170万8千円）

損益計算書 
工業用水道事業

貸借対照表
収益の部 費用の部

営業収益 3,848万円営業費用 3,263万3千円
営業外収益 1,641万6千円営業外費用 0円
合　計
前年度比

5,489万6千円
＋201万4千円（3.81％）

合　計
前年度比

3,263万3千円
＋96万2千円（3.04％）

●当年度純利益　2,226万3千円（前年度比 ＋105万2千円）

資産の部 負債・資本の部
固定資産 3億733万8千円 負　債 2億7,264万1千円
流動資産 4億4,774万9千円 資　本 4億8,244万6千円
合　計 7億5,508万7千円 合　計 7億5,508万7千円

資産の部 負債・資本の部
固定資産198億3,704万5千円 負　債 173億8,056万9千円
流動資産 4億8,008万6千円 資　本 29億3,656万2千円
合　計 203億1,713万1千円 合　計 203億1,713万1千円

●当年度純損失　2億6,704万9千円（前年度比 ＋5,850万9千円）

下水道事業は昨年度に引き続き損失となり、大変厳しい経営状況にあります。 ※公営企業会計の金額は全て税抜き
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平
成
29
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

一
次
審
査
結
果

　

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
で
応
募
作
品
７
１
７
点
の
一
次
審
査

を
行
な
い
、
選
考
し
た
10
作
品
を
県
の
二
次

審
査
へ
提
出
し
ま
し
た
。（
二
次
審
査
の
結

果
発
表
は
１
月
頃
で
す
）

　

昨
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
若
年
層
の
投
票
率
は
低
い
数
値
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
有
権
者
と
な
る

小
・
中
学
生
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
習
字
の
作

成
を
通
し
て
、
選
挙
の
大
切
さ
を
認
識
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
の
推
進

を
含
め
た
選
挙
啓
発
活
動
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
。

習
字
の
部

ポ
ス
タ
ー
の
部

●問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局・市明るい選挙推進協議会事務局（合志庁舎 総務課内）　☎248‐1112

西
合
志
南
小
学
校
３
年　

有あ
り
え江　

幸ゆ
き
ね音

南
ヶ
丘
小
学
校
５
年　

井い
の
う
え上　

奈な
な
み南

南
ヶ
丘
小
学
校
５
年　

大お
お
つ津　

菜な
の
か花

西
合
志
南
小
学
校
５
年　

浦う
ら
た田

野の

の

か

々
香

西
合
志
南
中
学
校
１
年　

村む
ら
か
み上　

望も

か華

合
志
南
小
学
校
４
年　

永な
が
の野　

真ま

み実

菊
池
支
援
学
校
高
等
部
１
年　

西に
し
か
わ川　

明あ
き
な那

西
合
志
中
央
小
学
校
６
年　

三み
ま
き牧

香こ

う

こ

侑
子

西
合
志
南
中
学
校
２
年　

石い
し
ど
う堂　

愛ま
な
み実

西
合
志
南
中
学
校
３
年　

東
ひ
が
し　

凜り
ん
の乃

応募作品を真剣に審査する明るい選挙推進
協議会の皆さん

市ホームページ
「選挙」ＱＲコード

※選考作品は市ホームページ
にも掲載しています。

　http://www.city.koshi.lg.jp/
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衆議院小選挙区選出議員選挙　熊本県第３区
衆議院比例代表選出議員選挙　投開票結果

投票率 小選挙区：56.48%
　10月22日に行なわれた衆議院小選挙区選出議員選挙における合志市の投票率は、56.48％となり、全国平均
の投票率53.68％は上回りましたが、熊本県の平均の投票率57.02％を僅かに下回る結果となりました。また、
今回の選挙における全国平均の投票率53.68％は、衆議院総選挙では戦後２番目に低い投票率でした。
　本市は前回（平成26年12月14日実施50.83％）と比べると、投票率は、5.65ポイント上昇しています。本
市の投票結果、開票結果は次のとおりです。

●本市の投票率
●衆議院比例代表選出議員選挙　合志市開票区
　政党等別得票数（届出順）

●衆議院小選挙区選出議員選挙
　熊本県第３区　合志市開票区
　候補者別得票数（届出順、氏名は通称）

小選挙区選出議員選挙 56.48％

比例代表選出議員選挙 56.48％

名簿届出政党等の名称 本市

自由民主党 9,642

幸福実現党 276

公明党 3,970

社会民主党 520

日本共産党 1,501

立憲民主党 4,725

希望の党 4,811

日本維新の会 1,014

候補者の氏名（届出政党） 本市

せきね　しずか （日本共産党） 7,696

坂本　てつし （自由民主党） 18,148

投票所ごとの投票者数および投票率（小選挙区）
※期日前投票・不在者投票を含む。在外（国外）投票も含みます。

第 1 投票区 商工会支所 1,022 53.23%

第 2 投票区 日向集会所 97 52.43%

第 3 投票区 合志中部保育園 625 57.13%

第 4 投票区 福祉ｾﾝﾀｰ「みどり館」 930 60.39%

第 5 投票区 恵楓園自治会ホール 192 72.18%

第 6 投票区 三つの木の家 1,693 49.90%

第 7 投票区 泉ヶ丘市民センター 1,846 59.74%

第 8 投票区 南ケ丘小学校体育館 1,141 51.63%

第 9 投票区 永江ふれあいセンター 1,853 56.36%

第10投票区 杉並台コミュニティセンター 1,193 60.01%

第11投票区 すずかけ台コミュニティセンター 1,162 66.36%

第12投票区 北区構造改善センター 556 59.15%

第13投票区 西合志中央小学校体育館 723 56.22%

第14投票区 西合志第一小学校体育館 759 49.45%

第15投票区 御代志市民センター講堂 2,736 56.41%

第16投票区 黒石市民センター 2,016 59.77%

第17投票区 西合志東小学校多目的教室 2,811 55.54%

第18投票区 須屋市民センター体育館 2,819 54.93%

第19投票区 上須屋学習センター 1,564 59.04%

第20投票区 須屋浄化センター 1,314 56.03%
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自立した生活への手助けを

通いのサービス・ホームサポートサービス
を利用してみませんか

●問い合わせ先 
　高齢者支援課　包括支援センター班（西合志庁舎）
　☎242‐1124

　総合事業では、介護認定を受けなくても自立した生活に向かうた
めの通いのサービスやホームサポートサービスを受けられ、日常生
活を送れるよう支援します。
　自分の住み慣れた地域・場所で、今まで通りの自分らしい暮らし
を続けるために、ぜひサービスを利用してみませんか。

　市地域包括支援センター（☎242‐1124）へご相談ください。
　サービスの対象となるか、チェックリストを用いて、お体の状態や口腔・栄養・認知面などか
ら総合的に判断します。

　軽い運動で体力の維持・改善を進めながら、地域
の集まりへの参加や新たな地域活動の推進を目標に
レクリエーションに取り組みます。

●と き　毎週１回　午前10時～午後３時

●ところ　みどり館、ユーパレス弁天、スリースマ
イル秋桜（お住まいの地区により場所は
異なります）

●対 象　こうし元気クラブの卒業生

●利用料　１回　800円

　インストラクターの指導のもと、短期集中（４～
６カ月）で体や口の体操を行ない、楽しい食生活や
元気な心と体づくりに取り組みます。

●と き　毎週１回　午前10時～午後１時

●ところ　みどり館、ユーパレス弁天（お住まいの
地区により場所は異なります）

●対 象　要支援１・２の認定を受けている人、体
力や足腰に不安がある人

●利用料　１回　1,000円（週１回）

通いのサービス（拠点通所型）

こうし元気クラブさわやかデイサービス

利用方法
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～認知症について
地域で理解を深める～

いつまでも元気で
過ごすために地域の活動に

参加してみませんか

　日常生活ができるように、サポーターが掃除・洗
濯・調理・買い物を一緒に行ないます。
　自立生活に必要な目標を決めて、達成するために
定期的なサービスを行ないます。

●と き　週１回　　45分

●対 象　要支援１・２の認定を受けている人、体
力や足腰に不安がある人

●利用料　１回　200円

ホームサポートサービス（訪問型）

元気応援サポート

←サポーターの証のオレン
ジリング。「認知症の人
を応援します」という意
思を示す目印として、受
講者全員に配付します。

ささえ愛ネットワーク模擬訓練2017
　徘徊模擬訓練ともいい、行方不明の高齢者を迅
速に発見・保護するための訓練です。
　認知症を理解した住民同士で助け合い、支え合
う地域社会づくりを目指して行ないます。

●と 　 き　12月３日㈰　午前９時～午後１時

●と こ ろ　合志小学校体育館

●対象地区　合志小校区の福原、竹迫、豊岡、幾
久富、上庄地区を対象に実施

認知症サポーター養成講座を
開催しませんか

　やさしくわかりやすい１時間程度の講座です。
小・中学校や各種団体、企業、老人会などを対象
に講師を派遣し、認知症の症状や、認知症の人と
接する時のポイントなどの出前講座を行なってい
ます。
●平成28年度・・・全14回で825人が受講

認知症サポーター養成講座とは
　認知症を正しく理解し、温かい目で見守る応援者を

養成しています。徘徊する高齢者を見かけたら関係窓

口へ情報提供するなど、できる範囲で支援してくれる

サポーターを養成しています。

①体力をアップさせたい人
•元気アップ教室

②今の体の状態を把握したい人
•地域巡回介護予防
　（サロンや老人会で実施）
•介護予防節目検診

③認知症を予防したい人
•脳活き生き教室

④趣味活動やボランティアをしたい人
•生きがいづくり教室
•老人クラブ
•地域のサロン、通いの場
•ぽっかぽかサポート
•元気応援サポート
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虐
待
と
い
う
明
確
な
も
の
で
は
な
く
て

も
、
身
近
に
気
に
な
る
家
庭
や
心
当
た
り
の

あ
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
市
の
相
談
窓

口
や
児
童
相
談
所
に
通
告
（
情
報
提
供
）
を

お
願
い
し
ま
す
。
通
告
は
、
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
通
告
者
が
特
定

さ
れ
な
い
よ
う
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
守
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
す
。
毎

日
の
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
子
ど
も

た
ち
も
、
遠
慮
せ
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
み
が
あ
る
人

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建
物
の
復
旧
工
事

が
税
込
50
万
円
以
上
か
か
っ
た
場
合
に
、
市

内
の
登
録
店
舗
で
使
え
る
５
万
円
分
の
商
品

券
を
助
成
し
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。
な
お
、
商
品
券
は
１

回
限
り
の
配
付
で
す
の
で
、
以
前
申
請
し
た

人
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
建
物

　

市
内
に
被
災
し
た
住
宅
ま
た
は
店
舗
を
所

有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
こ
と
。

◦
り
災
証
明
を
取
得
し
て
い
な
い
建
物

◦
り
災
証
明
を
取
得
し
、
一
部
損
壊
の
判
定

を
受
け
た
建
物

◦
り
災
証
明
を
取
得
し
、
半
壊
の
判
定
を
受

け
た
が
、
応
急
修
理
制
度
な
ど
の
公
的
な

支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
建
物

●
対
象
と
な
る
工
事

◦
外
部
や
内
部
の
工
事 

（
屋
根
・
壁
な
ど
）

◦
設
備
工
事 

（
浴
室
・
配
管
な
ど
）

◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
・
擁
壁

●
対
象
に
な
ら
な
い
工
事

◦
別
棟
や
外
構
の
工
事
（
倉
庫
・
車
庫
・
看

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待

　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見
せ

る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
す

る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待

を
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間

で
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
他
の

家
族
に
暴
力
を
振
る
う（
面
前
Ｄ
Ｖ
）な
ど

板
・
納
屋
な
ど
）

◦
機
器
・
家
具
の
購
入
・
修
理
（
電
気
器

具
・
給
湯
器
・
空
調
機
器
・
洗
面
台
・
シ

ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
な
ど
）

◦
そ
の
他
（
防
虫
剤
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）

◦
被
災
建
物
の
解
体
ま
た
は
新
築

◦
工
事
事
業
者
な
ど
に
よ
ら
な
い
工
事

●
申
請
期
限
　
12
月
22
日
㈮

●
申
請
書
類
　
次
の
書
類
を
商
工
振
興
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
（
窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）

◦
建
物
の
場
所
が
分
か
る
地
図

◦
工
事
前
の
写
真
ま
た
は
り
災
証
明
書
の
写
し

◦
工
事
後
の
写
真

◦
見
積
書
ま
た
は
明
細
書
（
工
事
事
業
者
が

発
行
し
、
工
事
箇
所
ご
と
の
金
額
が
分
か

る
書
類
）

◦
領
収
書

●
商
品
券
の
有
効
期
限

　

市
内
約
１
２
０
店
の
登
録
店
舗
で
使
用
で

き
る
商
品
券
で
す
。
有
効
期
限
は
平
成
30

年
３
月
31
日
㈯
で
す
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

子
ど
も
虐
待
？ 

と
思
っ
た
と
き
は

申
請
は
お
早
め
に

災
害
復
興
商
品
券
の
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先	

女
性
・
子
ど
も
支
援
室（
西
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
２
）１
２
４
０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

商
工
振
興
課（
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
８
）１
１
１
５

通
告
（
情
報
提
供
）
先

●
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所（
24
時
間
対
応
）

　

☎（
３
８
１
）４
４
５
１

●
児
童
相
談
所　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。

●
合
志
市
女
性
・
子
ど
も
支
援
室

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
２
４
０

オレンジリボン運動
オレンジリボン運動は、「子ど
も虐待のない社会の実現」を
目指す市民運動です。

子どもの虐待防止街頭キャン
ペーン
●と　き　11月10日㈮
　　　　　午後３時30分～
●ところ　マックスバリュ永江団地店 

ユーパレス弁天

広報こうし 2017.11 10



　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
こ
と
ば
を
大

切
に
し
た
「
こ
と
ば
教
育
」
を
推
進
し
、「
こ

こ
ろ
の
ポ
エ
ム
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　
「
こ
と
ば
」
に
よ
り
重
き
を
お
い
た
作
品

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら

「
こ
と
の
は
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
名
称
を

変
更
。「
こ
と
ば
教
育
」
で
学
ん
だ
こ
と
、

温
か
な
こ
と
ば
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
主
題

と
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

●
対
象
　

◦
市
内
の
小
・
中
学
生

◦
市
内
在
住
の
人

●
募
集
作
品

　

こ
と
ば
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ

こ
と
、
感
じ
た
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

を
つ
づ
っ
た
作
品

　

①
一
行
詩
、
②
ポ
エ
ム
（
詩
）、
③
作
文
、

④
親
守
詩
の
４
作
品

●
部
門
　
各
作
品
に
つ
い
て
、

　

①
小
学
生
の
部
、　

②
中
学
生
の
部
、

　

③
一
般
の
部

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素
運
動
は
生

活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
教
室
へ
参
加
し
、
気
に
な
る
部
分
を

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

合
志
市
国
保
加
入
者

◦
申
請
時
点
で
30
歳
以
上
の
人

◦
国
民
健
康
保
険
税
の
過
年
度
分
の
滞
納
が

な
い
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
過
年
度
分
の

滞
納
が
な
い
人

※
心
疾
患
な
ど
、
医
師
に
よ
る
運
動
制
限
が
あ

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
と
き

①
水
中
運
動
教
室
（
全
12
回
）

　

12
月
８
日
〜
３
月
２
日
（
毎
週
金
曜
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

②
リ
ズ
ム
運
動
教
室
（
全
12
回
）

　

12
月
６
日
〜
３
月
７
日
（
毎
週
水
曜
日
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

●
応
募
方
法

①
一
行
詩　

指
定
様
式
１
（
Ａ
４
版
）

②
ポ
エ
ム
（
詩
）　

指
定
様
式
２
（
Ａ
４
版
）

③
作
文　

市
販
の
４
０
０
字
原
稿
用
紙
２
枚

以
内
、
指
定
様
式
４
を
添
付

④
親
守
詩　

指
定
様
式
３
（
Ａ
４
版
）

◦
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
は
学
校
を
通

じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
一
般
の
部
は
、
学
校
教
育
課
へ
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
様
式
は
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
点
数
　
各
作
品
に
つ
き
１
人
１
点

●
応
募
期
限
　
12
月
１
日
㈮

●
留
意
事
項

◦
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◦
本
人
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
表
彰
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
を
選

出
し
、
平
成
30
年
２
月
10
日
㈯
に
表
彰
式

を
行
な
い
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　

　

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天　

室
内
温
水
プ
ー
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
な
ど

●
内
容
　

　

①
水
中
運
動
教
室　

水
中
体
操
、
水
中
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
健
康
づ
く
り
講
話
な
ど

　

②
リ
ズ
ム
運
動
教
室　

リ
ズ
ム
運
動
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健
康
づ
く
り
講

話
な
ど

●
募
集
人
数

　

①
水
中
運
動
教
室　
　

35
人

　

②
リ
ズ
ム
運
動
教
室　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め
て
参
加
す
る

人
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
る
人
な
ど
を

優
先
し
て
選
考
し
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　

　

保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
11
月
24
日
㈮

ま
で
に
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
選
考
結
果
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

温
か
な
こ
と
ば
を
作
品
に
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
６
回 『
こ
と
の
は
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
』作
品
募
集

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
始
め
よ
う

第
２
期 

水
中
運
動・リ
ズ
ム
運
動
教
室
受
講
生
募
集

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

学
校
教
育
課　

学
務
指
導
班（
西
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
２
）１
２
３
０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

健
康
づ
く
り
推
進
課　

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
２
）１
１
８
３
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「
ど
う
す
る
財
政
？
」
シ
リ
ー
ズ
⑥

最
終
回　
持
続
的
な
財
政
を
目
指
し
て

▼
問
い
合
わ
せ
先	

財
政
課　

財
政
班(

合
志
庁
舎)

 

☎（
２
４
８
）１
６
６
７

　

今
回
で
６
回
目
、
最
終
回
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

国
と
市
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
状

況
か
ら
財
政
に
つ
い
て
考
え
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
シ
リ
ー
ズ
を
振

り
返
り
、
こ
れ
か
ら
将
来
に
わ
た

り
持
続
的
な
財
政
を
行
な
う
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
ま
す
。

国
と
自
治
体（
市
町
村
）の
関
係

　

１
回
目
〜
３
回
目
は
国
の
状
況

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は

本
市
を
含
め
全
国
の
96
・
６
％
の

自
治
体
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
財

源
に
頼
っ
た
運
営
を
し
て
い
る
た

め
、
地
方
分
権
と
い
っ
て
も
多
く

の
財
源
を
国
が
握
り
、
国
の
財
政

状
況
の
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
す
。

国
の
抱
え
る
問
題
点
５
つ

　

国
の
将
来
は
楽
観
で
き
る
状
態

で
は
な
く
、
以
下
の
５
つ
の
問
題

を
指
摘
し
ま
し
た
。

市
が
抱
え
る
４
つ
の
問
題
点

　

し
か
し
、
本
市
特
有
の
課
題
が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

財
政
計
画
と
熊
本
地
震

　

５
回
目
は
市
の
総
合
計
画
と
財

政
計
画
（
平
成
28
〜
平
成
35
ま
で

の
８
年
間
）
を
紹
介
。
計
画
に
沿

っ
て
課
題
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

計
画
初
年
度
に
熊
本
地
震
が
発

生
。想
定
外
の
支
出
が
増
え
、計
画

の
見
直
し
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

市
が
目
指
す
将
来
都
市
像

　

市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
都

市
像
は
「
元
気
・
活
力
・
創
造
の

ま
ち
」
で
す
。
市
民
が
安
全
・
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。
横
断
的
な
課

題
に
「
健
康
都
市
こ
う
し
」
を
掲

げ
、「
市
民
の
健
康
」
と
「
財
政
の

健
康
（
健
全
化
）」
の
２
つ
の
柱
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
が
す
す
め
る
戦
略

　

市
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
（
平
成

27
年
10
月
）。
次
の
目
標
に
向
っ

て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
、
住
環
境

の
整
備
や
働
く
場
所
の
確
保
、
子

育
て
や
教
育
環
境
・
生
活
環
境
の

向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

持
続
的
な
財
政
を
目
指
し
て

　

日
本
は
少
子
化
と
超
高
齢
化
で

人
口
減
少
の
時
代
に
突
入
し
ま
し

た
。
右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
の

時
代
は
終
わ
り
、
国
の
借
金
は
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
「
ど
う
す
る

財
政
シ
リ
ー
ズ
」
を
企
画
し
ま
し

た
。

　

国
の
借
金
が
減
ら
な
い
状
況
を

考
え
る
と
、
今
の
公
的
な
制
度
や

普
段
利
用
し
て
い
る
公
共
施
設
な

ど
を
縮
小
す
る
か
、
そ
れ
と
も
国

民
負
担
を
増
や
す
の
か
を
選
択
す

る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、

「
子
ど
も
や
孫
が
健
や
か
に
成
長

し
、
父
や
母
が
穏
や
か
な
余
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を
次

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
責
任
が

あ
り
ま
す
。
今
は
、
こ
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

個
人
・
地
域
・
行
政
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る

役
割
を
考
え
、
支
え
合
っ
て
連
携

す
る
こ
と
で
持
続
的
な
財
政
を
目

指
す
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

（
ど
う
す
る
財
政
シ
リ
ー
ズ
・
完
）

市
の
状
況
に
つ
い
て

　

４
回
目
は
本
市
の
状
況
を
伝
え

ま
し
た
。
合
併
か
ら
10
年
経
ち
ま

し
た
が
、
人
口
や
財
政
は
良
好
な

状
況
で
す
。

①
少
子
化
と
超
高
齢
化
の
進
行

で
働
く
世
代
の
割
合
が
減
る

傾
向
に
あ
る

②
こ
の
20
年
間
で
借
金
は
４
倍

③
借
金
は
国
の
税
収
の
15
年
分

④
借
金
は
先
進
国
の
中
で
も
突

出
し
て
多
い

⑤
年
金
制
度
の
維
持
と
世
代
間

公
平
性
の
問
題

①
通
勤
す
る
車
と
人
口
の
増
加

で
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

②
子
ど
も
世
代
の
増
加
で
、
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
童
ク
ラ
ブ

が
不
足
、
待
機
児
童
増

③
小
中
学
校
の
教
室
不
足
で
増

改
築
を
行
な
い
マ
ン
モ
ス
校

化
④
高
齢
化
は
国
平
均
よ
り
若

干
遅
い
が
確
実
に
進
行
中

①
保
育
所
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
新

設
②
小
中
一
貫
校
の
新
設

③
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
改

修
④
道
路
の
新
設
改
良
・
北
熊
本

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
開
通

⑤
市
内
で
買
物
が
で
き
る
環
境

づ
く
り（
新
た
な
開
発
含
む
）

②
合
志
市
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る

③
市
民
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
叶
え
る

④
暮
ら
し
に
満
足
し
、
住
み
続

け
た
い
地
域
を
つ
く
る

①
稼
げ
る
地
域
産
業
を
つ
く
る

①
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
活
気
の
あ

る
市
。合
併
後
も
毎
年
人
口
増

②
借
金
は
１
６
４
億
円
あ
る

が
、健
全
な
範
囲
内（
平
成
27

年
度
末
）

③
基
金
（
貯
金
）
は
73
億
円
で
、

合
併
時
か
ら
43
億
円
増
加

④
優
良
企
業
の
誘
致
に
成
功
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市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
市
税
な
ど
で
賄
っ
て

い
ま
す
。
市
税
は
教
育
・
福
祉

な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
道
路

や
公
共
施
設
の
整
備
維
持
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
上

で
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
安
全

で
快
適
な
生
活
を
す
る
た
め
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。

　

市
税
の
滞
納
が
増
え
る
と
、

市
の
財
政
を
圧
迫
し
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
市
税
の
確
保
と
税

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納

者
に
対
し
て
財
産
の
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
積
極
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分
と
は

　

滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
て
強
制
徴
収
す
る
も
の
で
、

滞
納
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
す

ぐ
に
滞
納
処
分
を
行
な
う
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
督

促
・
催
告
な
ど
の
通
知
に
反
応

が
な
く
、
滞
納
に
対
し
て
納
税

相
談
が
な
い
場
合
や
、
相
談
を

し
て
も
納
付
の
約
束
を
守
ら
な

い
滞
納
者
を
対
象
に
行
な
い
ま

す
。

滞
納
は
放
置
せ
ず  

早
め
の
相
談
を

　

災
害
や
盗
難
、
病
気
、
事
故
、

失
業
、
事
業
の
休
廃
止
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
期
限

内
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
税
務

課
収
納
班
（
合
志
庁
舎
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
活
状
況

な
ど
を
聴
き
、
納
付
計
画
を
作

成
し
ま
す
。

税
の
納
付
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

少額の滞納だから差し押さえされませんよね？

滞納額に多い少ないはありません。少額であっても
滞納には変わりありませんので、財産調査を実施
し、財産があれば滞納処分（差し押さえ）を行ない
ます。

Q

A

事前連絡や承諾なしに財産が差し押さえられま
した。このようなことが許されるのですか？

法律では、納期限が過ぎた後、督促状を発送して10
日を過ぎた日までに完納されない場合は、財産を差
し押さえなければならないことになっています。
（地方税法第331条第1項）
　この場合、本人に対して事前の連絡やその同意は
必要ありませんが、あくまでも自主的に納付するこ
とが原則ですので、催告状などで早期の納税をお願
いしています。それでも納付がされない場合、税の
公平を保つために財産の差し押さえを行ないます。

Q

A

口座を調べられて、預金を差し押さえられた。
個人の財産の調査はプライバシーの侵害では
ないですか？

税金を滞納すると、法律に基づき全ての財産に対す
る調査権限が発生します。（国税徴収法第141条）
この権限によって、調査を受ける勤務先の事業所、
金融機関などの関係機関は調査に協力しなければな
りません。この財産調査は、個人情報保護法に触れ
ることはありません。

Q

A

市税を滞納していることは分かっていますが、
他の借金があって税金を納付できません。

さまざまな事情があるでしょうが、大多数の
人は納期限内に納付しています。また、「税金
はすべての債務に優先する」と地方税法第14
条で定められています。借金があるため納税
できないというのは理由になりません。早め
に相談してください。

Q

A

分割納付しているのに差し押さえられました。
なぜですか？

分割納付は、やむを得ない事情により納期限内に納
付が難しい人への一時的な措置です。財産調査の結
果、納税する資力が十分あると判断した場合、給与
の差し押さえや預貯金の差し押さえ、生命保険の差
し押さえなどを行なうことがあります。

Q

A

●問い合わせ先　税務課　収納班（合志庁舎）　☎248‐1114

滞納処分に関する　  &　  Q A
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市職員の給与などを公表します

職員の任免、職員数と給与などの状況

●問い合わせ先
　総務課　人事班（合志庁舎）☎248-1112

職員の服務の状況
　全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のため勤務し、職務遂行に当た
っては全力で専念しなければなりません。
　職員には、命令に従う・秘密を守る義務や信用失墜行為・争議行為の禁止、営
利企業などの従事・政治行為の制限などが課せられています。

部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年　4月１日現在）

職員の任免・職員数

区　分 職員数
H28.4.１現在

採用者数
(H28.4.2～H29.4.1採用)

退職者数
(H28.4.1～H28.3.31退職)

職員数
H29.4.１現在

一  般  職 298人 17人 16人 299人

技能労務職 25人 0人 0人 25人

合　　　計 323人 17人 16人 324人
※採用者数、退職者数には派遣職員を含みます。

職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成29年度 312人 1,145,322千円 162,518千円 438,140千円 1,745,980千円 5,597千円
※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された額です。

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況 （平成29年4月1日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

309,100円 351,173円 41歳6月 328,200円 344,317円 50歳0月
（注）平均給与月額は、扶養手当などが含まれ、期末勤勉手当、退職手当を除いた額です。

職員の初任給の状況 （平成29年4月1日現在）

区　分 試験区分
合　志　市 国

決定初任給 採用2年経過日
給 料 額 初　任　給 採用2年経過日

給 料 額

一般行政職
大学卒 176,700円 188,600円 178,200円 190,100円

高校卒 144,600円 153,000円 146,100円 154,500円

技能労務職 高校卒 144,600円 153,000円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成29年4月1日現在）

区　分 学歴区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 248,367円 277,538円 345,500円

高校卒 213,050円 247,450円 300,350円

技能労務職 高校卒 213,050円 253,850円 294,500円

一般行政職の級別職員数の状況 （平成29年4月1日現在）

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

標 準 的 な
職 務 分 類 主  事 主　事 主　幹

主　査 主　幹 課　長
補　佐 課　長 部　長

職　員　数 34人 20人 76人 29人 44人 27人 8人

構　成　比 14.3％ 8.4％ 31.9％ 12.2％ 18.5％ 11.3％ 3.4％
※一般行政職員とは、一般職のうち公営企業職員などを除いた職員です。

職員手当の状況
区分 合　志　市 国

勤
勉
手
当

期
末
手
当

（平成28年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225 月分 0.750月分
12月期 1.375 月分 0.850月分
計 2.600月分  1.600月分

職務上の段階、職務の 
級などによる加算措置 有　　

（平成28年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
  6月期 1.225月分 0.750月分
12月期 1.375月分 0.950月分
   計 2.600月分 1.700月分
職務上の段階、職務の
級などによる加算措置 有　　

退
職
手
当

平成29年4月1日現在
（支給率）
勤務年数 自己都合　 勧奨・定年　
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分  34.58250月分
勤続35年 41.325月分 49.59000月分
最高限度額 49.590月分 49.59000月分
（その他の加算措置）
退職時　定年前早期退職特例措置
　　　　2～45％加算
特別昇給　　無

平成29年4月1日現在
（支給率）
勤務年数 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分  34.58250月分
勤続35年 41.325月分 49.59000月分
最高限度額 49.590月分 49.59000月分
（その他の加算措置）
退職時　定年前早期退職特例措置
　　　　2～45％加算
特別昇給　　無

特別職の報酬の状況
区　　　分 給　料　月　額　など

給　　料
市　長
副市長
教育長

825,000円
634,000円
565,000円

報　　酬

議　長
副議長
委員長
議　員

440,000円
390,000円
380,000円
370,000円

期末手当

市　長
副市長
教育長

（平成28年度支給割合）
 6月期 1.225月分
 12月期 1.375月分
 計　 2.600月分

議　長
副議長
委員長
議　員

（平成28年度支給割合）
 6月期 1.225月分
 12月期 1.375月分
 計　 2.600月分

職　　員　　数 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由

平成28年 平成29年

一 般 行 政
部 　 門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

5人
95人
25人
29人
21人

14人
8人
28人

5人
98人
25人
30人
22人

14人
8人
30人

3人

1人
1人

2人

業務増による人員増

業務増による人員増
業務増による人員増

業務増による人員増

小　 計 225人 232人 7人

特 別 行 政
部　　 門

教　　育
消　　防

63人 57人 △6人 事務の民間委託による人員減

小　 計 63人 57人  △6人

公営企業等
会 計 部 門

病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他

9人

6人
20人

9人

6人
20人

小　 計 35人 35人

合　計 323人 324人 1人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間

年次有給休暇の取得状況 （平成28年1月1日～平成28年12月31日）

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

総付与日数 総使用日数 全対象職員数 平均使用日数

11,424日 2,667日 299人 8.9日

職員の分限及び懲戒処分の状況
処分者数 （平成28年4月1日～平成29年3月31日）

処分の種類 処分者数 処分事由

分限処分

免　職 0人

休　職 5人 心身の故障

降　任 0人

懲戒処分

免　職 0人  

停　職 0人

減　給 0人

戒　告 0人

職員の研修の状況
研修の実施状況 （平成28年4月1日～平成29年3月31日　総務課所管分）

区　　分 研　　修　　名 受講者数

中央等研修 市町村アカデミー研修
国際文化アカデミー研修

5人
2人

県研修協議会主催研修

新規採用職員研修
新規採用職員フォローアップ研修
新任課長研修
新任係長研修
一般職員（1部）研修
一般職員（2部）研修
各種専門研修
各種IT研修

15人
15人
8人
14人
6人
4人
6人
17人

その他研修 実務研修等 44人

職員全体研修

官民連携推進職員研修（全5回）
ハラスメント職員研修
新規採用職員研修（全4回）
新規採用職員自衛隊研修

15人
276人
15人
14人

職員の福祉の状況
健康診断の状況 （平成28年4月1日～平成29年3月31日）

区　分 対象者数 受診者数 備　　考

人間ドック 276人 107人 対象：30歳以上の職員

定期健康診断 325人 239人 受診者には人間ドック受診者を含む
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Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
性
的
少
数
者
（
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
）
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

簡
単
に
解
説
す
る
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は

「
Ｌ
＝
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
の
同
性
愛

者
）」、「
Ｇ
＝
ゲ
イ
（
男
性
の
同
性
愛

者
）」、「
Ｂ
＝
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
（
両

性
愛
者
）」、「
Ｔ
＝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
心
と
体
の
性
が
一
致
し
な
い

人
）」
の
頭
文
字
で
あ
り
、
他
に
も

「
イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス
（
身
体
的
に
男

女
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
人
）」、「
ア

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
無
性
愛
者
。
同
性
も

異
性
も
好
き
に
な
ら
な
い
人
）」、「
ク

エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
（
自
分
の
性
別
や
性

的
指
向
に
確
信
が
も
て
な
い
人
）」
な

ど
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
以
外
の
人
た
ち
も
含
め
て

性
的
少
数
者
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
割
合
で
い

う
と
全
体
の
５
〜
７
％
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
性
的
少
数
者
の
ほ
と
ん
ど

は
、
差
別
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
悩
ん

で
い
ま
す
。
多
感
な
思
春
期
だ
と
な
お

さ
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
悩
み
は
本

人
の
問
題
で
な
く
、
周
り
の
人
た
ち
が

受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

自
分
の
子
ど
も
が
、
仲
の
い
い
友
人

が
、
会
社
の
同
僚
が
、
お
隣
さ
ん
が
性

的
少
数
者
だ
と
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　

ち
な
み
に
私
は
東
京
に
住
ん
で
い
た

と
き
に
、
ゲ
イ
の
友
人
が
多
く
で
き
ま

し
た
。
熊
本
地
震
の
直
後
、
最
初
に
心

配
の
電
話
を
し
て
き
て
く
れ
た
の
も
東

京
に
住
ん
で
い
る
ゲ
イ
の
友
人
で
し

た
。
私
の
周
り
の
ゲ
イ
の
友
人
は
明
る

く
、
優
し
い
人
ば
か
り
で
す
。

　

性
的
少
数
者
の
人
を
偏
見
の
目
で
見

る
こ
と
な
く
、
個
人
と
個
人
の
つ
な
が

り
で
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
接
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

男女共同参画推進懇話会

委員　溝口　敏博

素
敵
な
人
生

　素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー

環
境    

通
信

E
NV

IRONMENT

▼
問
い
合
わ
せ
先	

環
境
衛
生
課（
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
８
）１
２
０
２

　

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
１
人
１
日
当
た
り

の
燃
や
す
ご
み
の
量
は
、
昨
年
度
同
時
期
と

比
べ
て
13ｇ
増
え
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
燃

や
す
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

資
源
物
Ｊ
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
）
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

資
源
物
Ｊ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
中
に
違

反
物
が
混
入
し
た
ま
ま
出
さ
れ
る
事
例
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
物
Ｊ
を
出
す
と
き
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
以
外
の
も
の
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
も

う
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
違
反
事
例

①
食
べ
物
が
付
着
し
た
ま
ま
の
ト
レ
ー
を
出

し
て
い
る

②
ビ
ン
、
缶
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
混
入
し

て
い
る

③
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
使
用
済
み
の
紙
お
む

つ
が
混
入
し
て
い
る

④
液
体
洗
剤
や
調
味
料
な
ど
中
身
が
残
っ
た

ま
ま
の
容
器
が
混
入
し
て
い
る

　

最
近
、
貯
油
（
廃
油
）
タ
ン
ク
か
ら
油
が

流
出
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ふ
た
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て
い
る
こ
と

で
、
タ
ン
ク
内
に
雨
水
が
入
っ
て
油
が
溢
れ

出
た
り
、
タ
ン
ク
が
倒
れ
て
油
が
流
出
し
た

り
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

油
流
出
事
故
が
発
生
す
る
と
、
河
川
や
井

戸
な
ど
の
汚
染
や
悪
臭
発
生
に
よ
る
生
活
環

境
へ
の
悪
影
響
が
生
じ
て
し
ま
い
、
魚
介
類

の
へ
い
死
や
農
作
物
被
害
な
ど
経
済
的
な
損

失
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
の
発
生
者

は
原
因
究
明
や
拡
大
防
止
、
油
の
回
収
や
復

旧
作
業
、
損
害
賠
償
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く

の
労
力
と
経
済
的
な
負
担
を
背
負
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
油
を
使
う
機
会
が
増
え
ま
す
。

ふ
た
は
閉
ま
っ
て
い
る
か
、
タ
ン
ク
は
固
定

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
徹
底
し
た
管
理
と
点

検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

燃
や
す
ご
み
の
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

油
流
出
事
故
が
多
発

徹
底
し
た
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

１人１日当たりの
燃やすごみの量
（４月～８月）

H28 H29

483g 496g
目標
405g

昨年度より13g増えました

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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市民のひろば

　9月21日、市商工会（上林節郎会長）が、西合志第
一小学校と黒石原支援学校にペットボトルのキャップ

（合計約200kg）を寄付しました。これは児童・生徒の
ボランティア活動を支援するため、商工会の会員事業
者が集めて持ち寄ったものです。
　キャップは児童・生徒の収集した物と合わせてユニ
セフに送ることで、ワクチンと交換され貧困に苦しむ
世界の子どもたちに届けられます。

　９月19日、吉弘鋼材株式会社（吉弘哲郎代表取締
役）から市へ100万円の寄附がありました。
　昨年、同社から、創立100周年記念に併せて寄附を
いただいており、今回は２回目となります。吉弘社長
は「市内の子どもたちの登下校時の防犯灯設置など安
全、安心につながる防犯対策の推進に役立ててほしい
です」と語りました。今後、本市の防犯対策の推進に
大切に役立てていきます。

　９月20日、菊池たばこ販売協同組合（村山政義 西
合志理事）が、西合志庁舎周辺とユーパレス弁天周辺
の清掃活動を行ないました。
　この活動は喫煙マナーの向上と環境美化を目的に、
約30年にわたり菊池管内６カ所で行なわれているもの
です。時折小雨が降る中、組合員はたばこの吸い殻や
ペットボトル、空き缶などのごみを袋いっぱいに拾い
集めました。

　７月13日、大阪市立中央会館で開催された第10回
関西朗読コンテストで松本武士さん（東大池）が見事
準優勝にあたる優秀賞に輝きました。松本さんは４年
前に受講した市の朗読講座をきっかけにして、自主講
座である合志朗読の会を立ち上げたり図書館と連携し
た朗読と語りを楽しむ会や発表会を開催しています。
松本さんは「朗読や語りの楽しさを広めていきたい」
と今後の活動についても意欲十分です。

商工会、社会貢献活動として
エコキャップを小学校などへ寄付

吉弘鋼材株式会社から100万円の寄附

菊池たばこ販売協同組合
清掃ボランティア

全国大会で成果を披露
関西朗読コンテストで優秀賞

エコキャップを受け取った西合志第一小学校環境ISO委員会の児童たち

吉弘社長（左）と市長

菊池たばこ販売協同組合の皆さん

惠濃教育長（左）、松本武士さん（左から３番目）、合志朗読の会の皆さん
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　10月13日、御代志市民センターでモバイル・ネッ
トワーク研究所の松川由美代表が「ネット社会におけ
る子どもたちの現状と大人の役割」と題し、講演会を
開催しました。
　講演では多数のトラブル事例を挙げて説明し、普段
から子どもとのコミュニケーションを取って何でも相
談できる関係を築くことが必要だと呼びかけました。
来場した保護者たちは熱心に耳を傾けました。

　10月13日、御代志市民センターで第67回社会を明
るくする運動作文コンテストの表彰式と受賞作品の発
表を行ないました。これは、犯罪・非行のない地域社
会づくりや犯罪・非行をした人の立ち直りについて、
考えたことや感じたことなどをテーマとしたものです。
　受賞内容は以下のとおりです。また、作品は市ホー
ムページでも掲載しますので、ぜひご覧ください。
会長賞　西合志南小学校　６年　重冨　友希さん
優秀賞　合志南小学校　　６年　湯田　大和さん
優秀賞　合志南小学校　　６年　野仲　優羽さん

子どもをネットトラブルから守るために
青少年教育特別講演会

第67回社会を明るくする運動
作文コンテスト合志市表彰式

身近に潜むネットトラブルの恐ろしさを知りました 学校生活での気づきや体験を発表する重冨さん

10月に満100歳を迎えた皆さんに、市長からのお祝い状とお祝い金が贈られました。

100歳おめでとうございます

吉村 次郎 さん
大正６年10月４日

柏尾　光晴 さん
大正６年10月20日

林田 タマエ さん
大正６年10月２日

※本人のご希望により写真
は掲載していません。
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION

　

認
知
症
の
症
状
か
ら
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
行
動
に
困
惑
す
る
こ
と

や
対
応
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

同
じ
介
護
を
し
て
い
る
仲
間
と
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。
参
加
費
無
料
。

▼
と
き
　
11
月
28
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
人
、
そ
の
家
族

▼
内
容
　
薬
剤
師
会
の
ス
タ
ッ
フ

と
薬
の
相
談
、
意
見
交
換

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

　

現
在
、
電
子
証
明
書
の
新
規
発

行
と
更
新
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
１
〜
２
カ
月
程
度
か
か
る
た
め
、

申
請
が
遅
く
な
る
と
、
確
定
申
告

の
日
程
ま
で
に
交
付
が
間
に
合
わ

ず
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
３

　

平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
は
、
慰

霊
と
世
界
の
恒
久
平
和
記
念
の
た

め
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
人
の
追
加
刻
銘
や
修
正
な
ど
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遺

族
の
人
で
刻
銘
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
班

　
（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

ま
た
は
使
用
目
的
が
同
じ
も
の
）

▼
取
得
期
限

　

平
成
28
年
４
月
14
日
か
ら
平
成

33
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し

た
も
の

▼
申
請
期
限
　
代
替
家
屋
を
取
得

し
た
翌
年
の
１
月
31
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
班

　
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
４

　

国
や
県
な
ど
が
交
付
す
る
補
助

金
・
助
成
金
の
主
な
情
報
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

情
報
収
集
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
検
索
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ら
し
の

情
報
」
の
「
産
業
・
労
働
（
農

業
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
政
班（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
４
４
５

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
む
場
で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
介
護
を
し
て

い
る
仲
間
に
気
持
ち
を
打
ち
明
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
11
月
15
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象
　
認
知
症
の
人
、
認
知
症

の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

▼
参
加
費
　
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

　

熊
本
地
震
に
よ
り
滅
失
ま
た
は

損
壊
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
を

新
た
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
被

災
家
屋
の
床
面
積
相
当
分
の
固
定

資
産
税
が
、
取
得
の
翌
年
か
ら
４

カ
年
度
に
わ
た
り
２
分
の
１
減
額

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象

　

被
災
し
た
家
屋
の
所
有
者
（
共

有
者
、
相
続
人
、
所
有
者
と
同

居
す
る
三
親
等
内
の
親
族
も
含

む
）

▼
被
災
家
屋
要
件

　

熊
本
地
震
に
よ
り
滅
失
ま
た
は

損
壊
し
た
家
屋
で
、
取
り
壊
し

ま
た
は
売
却
な
ど
の
処
分
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
（
原
則
と
し

て
、
り
災
証
明
書
の
判
定
が

「
半
壊
」
以
上
で
あ
る
こ
と
）

▼
代
替
家
屋
要
件

　

被
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
取
得
し
た
家
屋
（
中
古

含
む
・
被
災
し
た
家
屋
と
種
類

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

農
業
に
関
す
る
補
助
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

お

知

ら

せ

被
災
家
屋
の
建
て
替
え
な
ど
は

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

ｅ‐Ｔａｘ
を
利
用
し
て

確
定
申
告
す
る
人
は
お
早
め
に

沖
縄
県「
平
和
の
礎
」へ
の

追
加
刻
銘

認
知
症
カ
フ
ェ

市民講座11月学習会

お薬との上手なつきあい方
●と　き 11月29日㈬  

午前10時スタート  
（受付９時30分から）

●ところ　御代志市民センター 講堂

●内　容　お薬とサプリメントの違いや上手
な下剤の飲み方などを分かりやす
く教えてもらいます。  
申し込みは不要です。ぜひお越
しください。

●講　師　社会医療法人社団高野会  
大腸肛門病センター高野病院　 
薬剤師　横山賢二さん

●問い合わせ先		
　生涯学習課 生涯学習班（御代志市民センター） 
　☎242‐1190
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

　

エ
イ
ズ
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜

伏
期
が
あ
る
た
め
、
感
染
し
て
も

早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ

と
で
発
病
を
予
防
で
き
ま
す
。
検

査
は
短
時
間
で
終
了
し
、
当
日
結

果
が
分
か
り
ま
す
。

▼
検
査
内
容
　
採
血
の
み

▼
申
込
方
法
　
電
話
予
約

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
保
健
所

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
３
８

　

年
金
出
張
相
談
を
無
料
で
開
催

し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。

年
金
に
関
す
る
相
談
や
質
問
な
ど

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
11
月
28
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森

　

本
館
２
階
（
北
側
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
横
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

年
金
記
録
に
関
す
る
相
談
の
場

合
に
は
年
金
手
帳
な
ど
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
、
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

☎（
３
６
７
）２
５
０
３

　

11
月
30
日
は
国
民
一
人
一
人
が

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し

な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
も
ら
う
年
金
の

日
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
、

一
日
年
金
出
張
相
談
所
を
利
用
し

て
、
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

年
金
ネ
ッ
ト

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

　

☎（
３
５
３
）０
１
４
２

　

借
金
問
題
な
ど
多
重
債
務
で
お

悩
み
の
人
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
や
弁
護
士
、

司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
事
業
者
向
け
の
相
談

や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
と
き
　
11
月
26
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

※
受
付
は
午
後
０
時
30
分
〜
３
時

30
分

▼
と
こ
ろ

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

※
な
る
べ
く
事
前
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
８
３
）０
９
９
９

　

こ
と
し
も
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
渡
り
鳥
に

よ
っ
て
日
本
に
運
ば
れ
て
く
る
可

能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
は
野
鳥
そ
の
も
の
、

野
鳥
の
羽
、
ふ
ん
、
そ
れ
ら
に
触

れ
た
野
生
動
物
に
含
ま
れ
て
い
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
気
を
つ
け
て
大
切
な
家
き
ん
や

愛
玩
鶏
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
野
鳥
や
野
生
動
物
と
接
触
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
飼
育
小
屋
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
作

業
の
前
後
は
手
や
長
靴
を
水
洗

消
毒
し
、
家
き
ん
の
エ
サ
や
飲
み

水
を
清
潔
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
９
６
８（
４
６
）２
０
７
５

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

無
料・匿
名
で
検
査
で
き
ま
す

１
日
年
金
出
張
相
談
所

お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

小
羽
数
家
き
ん
飼
養
者
や
愛
玩

鶏
を
飼
育
し
て
い
る
皆
様
へ

ユーパレス弁天 忘・新年会プラン
　忘・新年会はユーパレス弁天がおすすめです。お鍋コー
スやパーティーコースなどがあり、広々とした宴会場なの
で、お子様連れも大歓迎です。
◦宴会営業時間　午前11時～午後９時30分
◦料金　１人3,000円～
　　　　お子様料金、
　　　　飲み放題プランあり
◦特典　大人全員に温泉券付
　送迎無料（10名様以上）
◦予約・問い合わせ先
　ユーパレス弁天事務所

回数券の日
11月			2日㈭、16日㈭
	 19日㈰、25日㈯

休館日
11月			9日㈭

●営業時間
温　泉 ･･･････････････････ 午前10時～午後11時 

プール ･･･････････････････ 午前10時～午後  9時

トレーニング室 ･････････ 午前10時～午後  9時
（日曜日は午後7時まで）

レストラン ･･････････････ 午前11時～午後  9時
（平日午後2時30分～5時は準備）

QRコード

野々島 2441-1
 ☎348-2626
ホームページ
http://www.u-benten.jp/

♨

休
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市
で
は
２
つ
の
事
業
所
へ
委
託

し
、
学
童
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

な
い
小
学
生
を
対
象
に
冬
休
み
学

童
保
育
を
行
な
い
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
保
育
期
間
　
12
月
25
日
㈪
〜
平

成
30
年
１
月
５
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
。　

※
延
長
保
育
あ
り
（
要
相
談
、
延

長
保
育
料
は
別
料
金
）

▼
と
こ
ろ
・
定
員

　

立
割
老
人
憩
の
家
（
15
人
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
料
金
　
利
用
料 

４
、
２
０
０
円

　

保
険
料
な
ど 

２
、
０
０
０
円

※
本
年
の
春
・
夏
休
み
学
童
保
育

利
用
者
は
利
用
料
の
み
。

▼
申
込
期
間

　

11
月
30
日
㈭
〜
12
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

※
日
曜
日
は
除
く
。

▼
申
込
方
法
　
申
請
書
に
就
労
証

明
書
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
申
請
書
は
11
月
16
日
㈭
か
ら
、

ふ
れ
あ
い
館
窓
口
で
配
付
し
ま

す
。
市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.k

o
s
h

i-
sh

akyo
.o

r.jp
/to

p
/

▼
注
意
事
項

◦
昼
食
は
各
自
準
備
で
す
。

◦
送
迎
は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
６
１
‐
１
１
０
２

　

須
屋
２
２
５
１
‐
１

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
８

学
校
法
人
第
一
学
園

▼
保
育
期
間
　
12
月
25
日
㈪
〜
平

成
30
年
１
月
５
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
12
月
29
日
〜
１

月
３
日
を
除
く
。

▼
と
こ
ろ
・
定
員

　

合
志
こ
ど
も
園
（
若
干
名
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考

▼
料
金
　
利
用
料 

４
、
３
０
０
円

　

保
険
料
な
ど 

１
、
５
０
０
円

※
本
年
の
春
・
夏
休
み
学
童
保
育

利
用
者
は
利
用
料
の
み
。

▼
申
込
期
間

　

11
月
22
日
㈬
〜
12
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

※
日
祝
日
は
除
く
。

▼
申
込
方
法
　
申
請
書
に
就
労
証

明
書
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※
申
請
書
は
11
月
８
日
㈬
か
ら
、

合
志
こ
ど
も
園
で
配
布
し
ま
す
。

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

h
ttp

://sc.ku
m

am
o
to

-n
et.

n
e.jp

/ko
sh

i-p
re/

▼
注
意
事
項

◦
昼
食
は
各
自
準
備
で
す
。

◦
送
迎
は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

合
志
こ
ど
も
園　

Ｄ
ｏ
＆
Ｇ

ｏ
ク
ラ
ブ

　

〒
８
６
１
‐
１
１
１
２

　

幾
久
富
１
６
４
７
‐
９
６

　

☎（
２
４
７
）１
１
６
６

　

介
護
に
役
立
つ
情
報
や
技
術
の

講
義
・
実
習
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き
　
12
月
６
日
㈬　

 
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象
　
介
護
し
て
い
る
人
、
介

護
に
興
味
が
あ
る
人
（
先
着
20

人
）

▼
内
容
　
在
宅
介
護
の
基
礎
知
識

（
食
事
や
排
せ
つ
の
介
助
方
法
、

ベ
ッ
ド
周
り
の
ケ
ア
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

募

　集

冬
休
み
学
童
保
育

長
期
休
暇
預
か
り
事
業

家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

中九州横断道路の環境影響評価方法書の縦覧および説明会を行ないます
　中九州横断道路（大津町～熊本市）の事業を行なうことによる環境への影響を評価する項目・調査手法など
を示した環境影響評価方法書について縦覧し、その内容をお知らせする説明会を開催します。また方法書につ
いて意見がある場合には、意見書を提出することができます。

●環境影響評価方法書の縦覧
　縦覧期間　11月14日㈫～12月13日㈬
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　※土日祝日は除く。
　縦覧場所　都市計画課（西合志庁舎）、菊陽町役場、

大津町役場、菊池市役所、県都市計画課、
県北広域本部技術管理課など

●説明会
　と　き　11月22日㈬　午後７時～
　ところ　御代志市民センター

※この説明会は環境影響評価法に基づく方法書の説明を
行なうものです。

　中九州横断道路（大津町～熊本市）のルートやインター
チェンジ、道路構造などに関する説明会ではありません。

●意見書の提出
　11月14日㈫から12月27日㈬までに持参、郵送、
ファクス、Eメールで県都市計画課までお願いします。
●申し込み・問い合わせ先
　県都市計画課　
　〒862‐8570
　熊本市中央区水前寺6丁目18番1号
　 ☎ 333‐2524
　FAX 387‐1152
　Eメール　toshikeikaku@pref.kumamoto.lg.jp
※詳細は縦覧場所および県ホームページにも掲載してい
ます。

　http://www.pref.kumamoto.jp/
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11月3日 (金·祝 )･午後１時30分～３時 
合志マンガ義塾 
「公共図書館とマンガ」
11月  5日㈰ 午後１時30分～３時
（13：00から受付・整理券配付予定）
ワークショップ 
「つけペン体験教室」
※材料に限りがあるため、先着10人まで

11月25日㈯ 午後１時30分～３時 
合志マンガ義塾 
「マンガの中の妖（あやか）し」

※事前申込は不要。
※都合により、イベント内容や時
間は変更になる場合があります。

11月のイベント

「漫画　君たちはどう生きるか」 
原作　吉野源三郎　漫画　羽賀翔一

　合志には全国的に有名だった私塾「合志義塾」がありま
した。ここは日本に２つしかないと言われた「農民魂を育
む学校」で、地元で生き抜こうと決心した子どもたちに、
どう生きたらいいのかを考えさせる教育をしていました。
　そんな「合志義塾の志（こころざし）」を受け継ぐため

に、ミュージアムでは毎月２回、「合志マンガ義塾」を開いています。キュ
ーブゾーンには合志マンガ義塾で使ったマンガを並べてありますが、その中
の「哲学マンガ」コーナーにある本を紹介しましょう。
　「君たちはどう生きるか」、これは人生を変えるほどの大きな影響力を持つ
作品です。子どもたちから「自分は何のために生きているの？」「どうして
学校に行かなきゃならないの？」というようなあまりにもストレートな問い
が出されたときに、ごまかさずに真正面から答えるためのヒントが見つかる
はずです。

●問い合わせ先
　合志マンガミュージアム
　☎273‐6766

館長のマンガのすゝめ（第３回）

マンガを読もう！観よう！！学ぼう！！！
合志マンガミュージアムだより

　

市
文
化
財
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い

る
文
化
財
散
策
コ
ー
ス
の
ヴ
ィ
ー

ブ
ル
起
点
ル
ー
ト
を
巡
り
ま
す
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
な
ど
郷

土
の
文
化
財
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
　
12
月
６
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

▼
集
合

◦
合
志
庁
舎
玄
関

　
（
午
前
９
時
）

◦
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
午
前
９
時
20
分
）

▼
対
象
　
市
民
（
30
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て

の
参
加
者
を
優
先
し
て
抽
選

▼
参
加
費
　

　

７
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
）

※
昼
食
は
上
庄
・
ひ
こ
ば
え
の
会

　

の
手
作
り
郷
土
料
理
を
予
定
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
申
し
込
み

▼
申
込
期
限
　
11
月
21
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

　

石
う
す
を
使
っ
た
団
子
づ
く
り

や
炭
火
ア
イ
ロ
ン
で
ハ
ン
カ
チ
に
ア

イ
ロ
ン
が
け
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

▼
と
き
　
12
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
　
三
つ
の
木
の
家　

▼
対
象
　
市
内
小
学
生

　

定
員
20
人
（
応
募
多
数
は
抽
選
）

※
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
費
　
１
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

学
校
配
布
の
申
し
込
み
用
紙
で

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限	

12
月
６
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

　

FAX（
２
４
２
）４
８
９
６

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
熊
日
郡
市
対

抗
駅
伝
（
男
子
・
女
子
）
の
選
手

選
考
を
兼
ね
て
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
　
12
月
10
日
㈰

　

受
付　

午
前
8
時
〜
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ	

菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格	

中
学
生
以
上
で
合
志

市
・
菊
池
市
・
菊
陽
町
・
大
津

町
に
住
民
登
録
を
有
す
る
人

▼
参
加
費
　
２
０
０
円

　
（
当
日
納
入
・
保
険
料
含
む
）

▼
コ
ー
ス

◦
一
般
＆
高
校
男
子
の
部 

８
㎞

◦
一
般
＆
高
校
女
子
の
部 

４
㎞

◦
中
学
生
の
部
（
男
女
） 

４
㎞

▼
申
込
期
限	

11
月
28
日
㈫　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
郡
市
体
育
協
会

　
（
菊
陽
町
中
央
公
民
館
）　

　

☎（
２
３
３
）１
５
２
０

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所

①
熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

②
西
合
志
庁
舎
（
都
市
計
画
課
）

③
㈱
コ
ス
ギ
不
動
産
、
㈱
明
和
不

動
産

▼
配
布
期
間
・
時
間
　

◦
11
月
20
日
㈪
〜
12
月
５
日
㈫

※
各
配
布
場
所
に
よ
り
定
休
日
・

営
業
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

12
月
６
日
㈬
〜
12
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
１
３
）２
７
１
１

　

11
月
13
日
㈪
か
ら
24
日
㈮
ま
で
の

期
間
で
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。家

賃
や
間
取
り
、抽
選
日
な
ど
詳
し
く

は
都
市
計
画
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎(

２
４
２)

１
１
０
４

第
３
回
ふ
る
さ
と
探
訪

ま
ち
め
ぐ
り
バ
ス
参
加
者
募
集

県
営
住
宅
補
充
入
居

待
機
者
募
集

合
志
中
央
団
地
入
居
者
募
集

第
８
回
子
ど
も
歴
史
・
科
学
体
験

教
室
「
昔
の
く
ら
し
体
験
」

第
69
回
熊
日
菊
池
郡
市

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集
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7

6

5

4
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PH

PH
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酸
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酸
性

知
っ
て
お
き
た
い
む
し
歯
予
防

　

歯
は
食
べ
物
を
噛
む
だ
け
で
な
く
、
き
れ

い
な
発
音
や
表
情
を
つ
く
り
、
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
く

噛
む
こ
と
で
脳
の
発
達
・
肥
満
予
防
・
味
覚

の
発
達
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

む
し
歯
は
歯
を
失
う
原
因
の
１
つ
で
す

が
、
本
市
は
12
歳
児
の
む
し
歯
の
本
数
が
平

均
１
・
39
本
と
全
国
ワ
ー
ス
ト
９
位
の
熊
本

県
１
・
13
本
よ
り
多
い
状
況
で
す
。

　

む
し
歯
の
原
因
は
、
む
し
歯
菌
、
甘
い
飲

食
物
、
歯
の
質
、
時
間
の
４
つ
が
重
な
り
合

っ
た
時
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯

磨
き
の
み
で
は
、
奥
歯
の
小
さ
な
溝
や
歯
間

な
ど
、
歯
ブ
ラ
シ
の
届
か
な
い
部
分
が
あ
り

ま
す
。
次
の
３
つ
の
予
防
法
を
組
み
合
わ

せ
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
ち
、
効
果
的
に
む

し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

家庭で簡単にできる３つのむし歯予防対策

　小さめの歯ブラシやデンタルフロスなどで一本、
一本歯についた歯垢を確実に落としましょう。

　食事や甘いものを飲む回数が多
い、だらだら食べることや間食な
どで、口の中に食べ物を入れてい
る時間が多くなると、口の中が酸
性に傾き、PH5.5以下になると歯
が溶け始めます。食事や間食は、
時間を決めて食べましょう。

●規則正しい食事をしていると ●だらだら食べをしていると

　バランスのとれた食生活が大切です。また、糖分
の少ないおやつを選択しましょう。

子どもの歯はむし歯になりやすいた
め、小学６年生くらいまでは大人によ
る仕上げ磨きが必要です。１日１回以
上は、夕食後か寝る前に子どもが磨
いた後、念入りに行ないましょう。

糖分を多く含むもの、口の中に長い
時間入っているもの、歯に付きやす
い食べ物は、むし歯になる危険性が
高いので注意しましょう。

お口から始める健康づくり
歯
し ふ く

福・口
こうふく

福・笑
しょうふく

福

●問い合わせ先 健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）
☎242‐1183

0

0.5

1

1.5

2

2.5

H24 H25 H26 H27 H28

12歳児の平均むし歯本数

歯磨きで予防

時間を決めて
食事を取ることで予防

食事の工夫で予防

健康・福祉・子育て情報

スマイル ライフ

※再石灰化…溶けた歯が元に戻る

唾液が歯を再石灰化する余裕が
ある

唾液が歯を再石灰化する余裕が
なくむし歯になってしまう
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スマイル ライフ

フ
ッ
化
物
が
む
し
歯
菌
の
働
き
を
抑
え
る

　

フ
ッ
化
物
は
む
し
歯
菌
の
働
き
を
抑
え

て
、
歯
の
質
を
強
化
し
、
む
し
歯
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
以
下
の
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

①
フ
ッ
化
物
配
合
の
歯
磨
き
粉
の
使
用

　

家
庭
で
で
き
る
簡
単
な
方
法
で
す
。

②
フ
ッ
化
物
の
塗
布

　

歯
科
医
院
で
歯
面
に
フ
ッ
化
物
を
塗
っ
て

も
ら
い
、
強
い
歯
を
つ
く
り
ま
す
。

③
フ
ッ
化
物
洗
口

　

フ
ッ
化
物
洗
口
液
を
用
い
て
１
分
間
ぶ
く

ぶ
く
う
が
い
を
し
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
の
届

か
な
い
場
所
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
②
と
③
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

定
期
検
診
と
日
頃
の
ケ
ア
が
大
切

　

歯
が
痛
く
な
っ
て
か
ら
歯
科
医
院
に
通
い

始
め
る
の
で
は
な
く
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科

医
院
で
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
歯
科
医
院
で
は
、
歯
石
の
除
去
だ
け

で
な
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
も
指
導
し
て
も
ら
え

ま
す
。

　

自
分
で
行
な
う
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
と
歯
科
医

院
で
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
組
み

合
わ
せ
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

幼児のためのフッ化物塗布

子どもたちの歯を守るため

　幼児を対象にフッ化物塗布を６カ月ごと

に無料で行なっています。

●と き　１歳６カ月児健診または、３歳

児健診日(受付は午後１時30分

〜２時)

●ところ　１歳６カ月児健診または３歳児健

診会場(泉ヶ丘市民センター、ふ

れあい館)

●持ってくるもの　

　母子健康手帳、歯ブラシ、ＨＡＰＩＣＡ（カード）

　むし歯になりにくい強い歯をつくるた

めに、平成24年度から一部の認可保育

園・私立幼稚園でフッ化物洗口に取り組

んでいます。

　また、平成27年度からは市内の全小中

学校でフッ化物洗口を実施しています。

40・50・60・65・70歳の人のための歯周疾患検診
　対象者には５月中旬に受診券を送付しています。この機会にぜひ受診しましょう。

●検診内容　お口の健康チェック、歯肉検査、結果説明など

●対　　象　平成29年４月１日現在で40・50・60・65・70歳の人

●実施期間　平成30年３月31日㈯まで（休診日は歯科医院によって異なります）

●実施場所　市内委託歯科医院（事前の電話予約が必要です）

●料　　金　無料（検診後に治療が必要な場合や歯石除去を希望する場合は、保険診療になります）

●持ってくるもの　受診券（はがき）、健康保険証

●市内委託歯科医院

地　域 医療機関名 電話番号

須　屋

今村歯科医院 345-2264

菊南ハーモニー歯科クリニック 341-1182

たけうち歯科医院 342-5285

ちぢいわ歯科クリニック 242-4681

ながた歯科医院 344-2385

永野歯科医院 343-0701

はるの歯科クリニック 338-8100

みなみかわ歯科クリニック 242-1182

野々島 長野歯科医院 242-1891

御代志 あくね歯科医院 242-6480

地　域 医療機関名 電話番号

御代志
原田歯科医院 242-3285

みよし歯科クリニック 242-1515

幾久富

伊藤歯科医院 248-5688

たなか歯科医院 248-3620

林田歯科クリニック 248-5088

三隅歯科医院 248-1101

わたなべ歯科医院 215-5701

竹　迫 城歯科医院 248-6464

豊　岡
サトゥデンタルクリニック 248-7155

宮川歯科医院 248-5524
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図書館だより

いらないねこ
ヒグチ　ユウコ　作

白泉社　刊
　人気絵本「せかいいちのねこ」の続編
で、本物の猫になりたいと願うニャンコ
と名付けられたぬいぐるみのねこが主人
公。捨てられた一匹の子猫を「おとうさ
ん」になって育てるニャンコと、優しい
仲間たちとの感動のお話。登場する猫た
ちには、実在のモデルもおり、不思議な
猫たちの世界を通して親子の愛情、命の

尊さ、友達のありがたさなど、深く心に響くストーリーとなっ
ている。また、繊細でかわいいイラストにも注目の一冊である。

見上げた空は青かった
小手鞠　るい　著

講談社　刊
　日本とドイツ、第二次大戦中、親と離
ればなれに生活していた二つの国の少年
と少女たち（姉妹）の物語。日本の少年
は田舎へ疎開、ユダヤ人姉妹は知人の家
で隠れて暮らさなければならなかった。
苦しい日々の中でそれぞれぬいぐるみの
ミミちゃんと本でお互いを想像し、日本
とドイツ交互に語られていく。決して交

わることのない彼らだが、うさぎのミミちゃんが子どもたちの
生きざまを繋げている。戦争がいかに人々を苦しめ、全てを破
壊し、世界に不幸をもたらしているのかを感じ、平和という言
葉の重さがひしひしと伝わってくる一冊である。

一般書

児童書

タラブックス 野瀬　奈津子　著
もっとヘンな論文 サンキュータツオ　著
冥途のお客 佐藤　愛子　著
戦争を知っている最後の政治家 鈴木　哲夫　著
核大国ニッポン 堤　未果　著
三途の川の七不思議 志賀　貢　著
ビール「営業王」社長たちの戦い 前野　雅弥　著
江戸の美術大図鑑 狩野　博幸　著
文豪と暮らし 開発社　編者
ぶぶ漬屋稲茶にございます 今井　絵美子　著
迷-まよう- 大沢　在昌　著
偶然の祝福　（大活字本） 小川　洋子　著
菊日和　（大活字本） 津村　節子　著
ランニング・ワイルド 堂場　瞬一　著
二年半待て 新津　きよみ　著
dele 本多　孝好　著

大迫力バトル鉱物キャラ超図鑑 門馬　綱一　監修
近づくな!襲撃危険生物のひみつ100 学研プラス
せみとりめいじん かみや　しん　作
ロマン主義って、なんだろう? ケイト・リッグス　編
動物のおりがみ 川畑　文昭　著
おもちゃの迷路 香川　元太郎　作・絵
羽生善治はじめての子ども将棋 羽生　善治　監修
カルペパー一家のおはなし マリオン・アピントン　作
そらの100かいだてのいえ いわい　としお　作
オニのきもだめし 岡田　よしたか　作
うえきやさんがやってきた 片平　直樹　文
うんこちゃんようちえんへいく のぶみ　さく
なんにもせんにん 唯野　元弘　文
ぼくのねこはどこ? ヘンリー・コール　著
みなみへ ダニエル・ダンカン　　さく
6この点 ジェン・ブライアント　文

新刊お薦め ★★★新着本

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

西合志図書館

マインドシアター 
と　き　11月25日㈯　午後２時～ 
ところ　集会室 
題　名　「日本の昔ばなし 桃太郎」など（約30分）
おはなし会 
と　き 毎週土・日曜日　 
 午後２時～ 
ところ おはなしの部屋 
※11月25日㈯はありません。

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会 
と　き 11月16日㈭　 
 午前11時～（約30分） 
ところ おはなしの部屋
月に一度の赤ちゃんのためのおはなし会。一緒にお
歌やお話の世界を楽しみましょう。
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秋の夜のテーブルトーク 
●と　き　11月９日㈭、16日㈭　午後６時30分～８時 
●内　容　たまごからうまれるおはなし 
●講　師　緒方　幸代さん（緒方エッグファーム）

日本の伝統を知る講座 
●と　き　12月３日㈰　午前10時30分～正午 
●内　容　羽子板作り 
●定　員　先着20組 
●申込開始　11月10日㈮～

トールペイント作品の展示 
●と　き　12月８日㈮～10日㈰　午前10時～午後３時30分

トールペイント教室 
●と　き　12月10日㈰　午前10時～正午

絵本ビブリオトーク 
●と　き　12月８日㈮　午前10時30分～ 
●講　師　小宮　楠緒さん（児童文学専門家） 

合志朗読の会	
●と　き　12月９日㈯　午後２時～３時30分 
●内　容　おはなしレストラン

̶　共通　̶ 
●ところ　西合志図書館　集会室 
●参加費　無料 
●申し込み先　西合志図書館、泉ヶ丘市民センター図書館、 
　　　　　　　みどり館仮設図書館

移動図書館車巡回
ひまわりドンちゃん号

※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

西合志図書館 ☎ 242-5555　 泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315
※ヴィーブル図書館は休館中です。みどり館仮設図書館をご利用ください。問い合わせは西合志図書館まで。
※11・12月の休館日は31ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

11月7日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

11月14日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

12月5日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

11月8日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎駐車場

13:30
14:00
14:30
15:00

11月21日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区5棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

12月6日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

　秋の星座をたどる目印は、頭上付近にある「秋の四
辺形」です。２等星と３等星でできる均整のとれた四辺
形を出発点に、秋の星座を見つけてみましょう。
●と き　毎週土曜日 

午後７時～９時 
（受付は午後８時30分まで）

●ところ 西合志図書館　天文台
※雨天・曇天の場合は中止します。
　来館前に電話で確認ください。
●問い合わせ先　西合志図書館

　三大流星群のひとつ。一晩に見られる流星
数としては年間最大の流星群で１時間あたり
40～60個出現します。暖かい服装で天文台へ
来てください。
●と き　12月13日㈬
　　　　　午後７時～９時30分
　　　　　（受付は９時まで）
●ところ　西合志図書館　天文台
※雨天・曇天の場合は中止します。
　来館前に電話で確認ください。

　星空観望会 ふたご座流星群特別観望会
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だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるように支
援するところです。行事の詳しい内容は各児童館
にお問い合わせください。なお、合志市子育てサ
イトに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/ 消

費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こちら

こん
にちは

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

こちら

こん
にちはア

ド
バ
イ
ス

　

今
回
の
よ
う
な
勧
誘
方
法
を
点
検
商
法
と

言
い
ま
す
。
訪
問
目
的
と
違
う
話
を
持
ち
か

け
高
額
な
契
約
を
結
ば
せ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
販
売
で
契
約
し
て
い
る
の
で
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
口
頭

で
契
約
解
除
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
は
が

き
で
通
知
書
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
に
は
電
話
勧
誘
で
訪
問
の
約
束
を
取
り

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
要
の
な
い
訪

問
は
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
一
度
断
る

と
再
勧
誘
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
一
度
契
約
を
結
ぶ
と
二
次
被
害
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
必

要
な
契
約
で
も
即
答
は
避
け
、
数
社
か
ら
見

積
も
り
を
取
り
、
納
得
す
る
ま
で
説
明
を
求

め
、
納
得
し
た
上
で
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
に
は
市
役
所
な
ど
か
ら
委
託
を
受
け
た

か
の
よ
う
な
話
し
ぶ
り
で
契
約
を
取
り
付
け

る
事
業
者
も
い
ま
す
。
ま
ず
は
市
役
所
な
ど

に
確
認
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
、

書
類
不
備
な
ど
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間

が
延
び
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
諦
め
な
い

で
当
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

点
検
商
法

相
談
事
例

　

３
日
前
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高

齢
の
母
の
と
こ
ろ
に
、
エ
ア
コ
ン
の
清
掃

を
し
て
い
る
と
事
業
者
が
訪
ね
て
き
た
。

３
千
円
で
で
き
る
と
い
う
の
で
お
願
い
を

し
、
清
掃
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、
汚

れ
た
配
水
管
の
写
真
が
載
っ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
せ
ら
れ
、「
築
30
年
の
家
は
こ
ん

な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
ひ
ど

く
な
る
と
改
修
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す

よ
」
と
清
掃
を
勧
め
ら
れ
50
万
円
で
契
約

を
し
た
。
本
来
な
ら
80
万
円
か
か
る
と
こ

ろ
を
現
金
で
払
う
な
ら
50
万
に
値
引
き
す

る
と
言
わ
れ
現
金
で
支
払
っ
た
と
い
う
。

サ
ー
ビ
ス
で
浄
水
器
を
取
り
付
け
て
も
ら

っ
た
。
配
水
管
清
掃
は
そ
の
日
の
う
ち
に

終
わ
り
、
30
分
程
の
作
業
だ
っ
た
。
母
は

契
約
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
。
何
か

方
法
は
な
い
の
か
。 

（
40
歳
代　

女
性
）

で
す
で
す
で
す

　

今
回
紹
介
す
る
記
念
碑
は
、竹
迫
・
下

町
の
元
法
務
局
合
志
出
張
所
跡（
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
）に
建
立
さ
れ

て
い
る
「
電
話
架
設
謝
恩
之
碑
」
で
す
。

　

電
話
は
、
現
在
で
こ
そ
全
家
庭
に
普

及
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
初
期
は
役
場

な
ど
公
共
施
設
に
も
電
話
施
設
が
な

く
、
全
て
の
伝
達
は
人
力
に
頼
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
合
志
町
（
村
）

に
電
話
が
最
初
に
架
設
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
12
月
６
日

で
、
最
初
の
架
設
負
担
金
は
総
額
７
５

０
円
（
当
時
の
村
長
の
月
給
は
60
円
）

で
あ
り
、
村
の
一
大
事
業
で
し
た
。
こ

の
電
話
架
設
に
当
た
り
、
本
市
出
身
で

財
界
の
先
達
で
、
肥
後
銀
行
東
京
支
店

長
や
安
田
銀
行
の
重
役
を
務
め
た
杉す
ぎ
は
ら原

惟い

敬け
い

氏
が
電
話
架
設
負
担
金
の
全
額
を

寄
付
し
ま
し
た
。
村
で
は
た
だ
ち
に
村

会
を
開
き
、
決
議
を
得
て
、
熊
本
逓
信

局
に
申
請
し
ま
し
た
。
局
と
し
て
も
、

他
の
希
望
町
村
よ
り
優
先
し
て
許
可
さ

れ
、
そ
の
功
績
を
称
え
建
立
さ
れ
た
の

が
こ
の
「
電
話
架
設
謝
恩
之
碑
」
で

す
。「
電
話
架
設
記
念
碑
」
と
せ
ず
に

氏
の
篤
志
に
感
謝
し
て
建
て
ら
れ
た
の

で
「
謝
恩
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
合
志
町
の
文
化
財　

Ｐ
67
よ
り
）

こ
う
し
歴
史
発
見

第
63
回

合
志
市
内
の
記
念
碑
⑧

　
電
話
架
設
謝
恩
之
碑

JT
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だよりだよりだよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるように支
援するところです。行事の詳しい内容は各児童館
にお問い合わせください。なお、合志市子育てサ
イトに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。

東児童館 ☎248-5203
開館時間／午前８時30分～正午
　　　　　午後１時～５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

西児童館（ふれあい館内）
 ☎242-7008

開館時間／午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（日曜日は午前９時～午後５時15分）
休 館 日／第４月曜日、祝日

第15回ふれあい館☆クリスマス交流音楽祭
家族で気軽にクラシック！〜音楽のおくりもの〜
●と　き　12月２日㈯　午前10時開場
　　　　　午前10時30分～午後０時30分終了予定
●対　象　誰でも参加できます（先着200人程度）
●参加費　100円（１歳未満は無料）
●内　容　Duo Piace with 藤本あや子のアン

サンブルや皆さんの音楽発表を家族
で気軽に楽しみます。

●申込開始　11月２日㈭　午前９時～
※ふれあい館窓口にてチケット販売（電話での仮予約可）

オーナメントでクリスマスをかざろう
●と　き　11月19日㈰　午前10時～正午
●対　象　小・中学生、小・中学生の親子（先着10組）
●参加費　１人100円（当日集めます）
●内　容　松ぼっくりを使ってすてきなクリス

マスグッズを作ります。
●申込開始　11月10日㈮　午前10時～（電話可）
ミニ門松をつくってみよう
●と　き　12月17日㈰　午前９時～正午
●対　象　小・中学生の親子（先着10組）
●参加費　１人200円（当日集めます）
●申込開始　11月28日㈫　午前10時～（電話可）

みんなおいで！きらきら★クリスマス
●と　き　12月２日㈯  

午後１時30分～３時30分
●対　象　誰でも参加できます。（幼児は保護者

同伴）先着70人
●参加費　１人200円
●内　容　人形芝居かすぺるによる人形劇「お

むすびころりん」、おたのしみ会、だ
ご汁会食

●申込開始　11月17日㈮　午前10時～
※18日㈯からは電話での仮予約はできますが入
金後本受け付けとなります。

スワッグ（半円形のリース）作りをしてみましょう
●と　き　11月25日㈯　午前９時30分～正午
●対　象　小・中学生（先着15人）
●参加費　300円
●内　容　生木の半円リースにいろんな飾りを

つけ仕上げます。クリスマスまで楽
しみましょう。

●申込開始　11月11日㈯　午前10時～
※児童館窓口で入金後、本予約となります。
　（電話や代理人の予約は不可）

わくわく広場〜たのしいクリスマス〜
●と　き　12月３日㈰  

午後1時より受付～３時
●対　象　誰でも参加できます
●参加費　無料
●内　容　ＤＡＮパネ団さんの「パネルシアタ

ー」やポテト、あめネックレス等の
販売、ミルク牧場から動物たちも来
ます。ぜひみなさん遊びに来てくだ
さいね。

泉ヶ丘市民センター児童館
 ☎248-3453

開館時間／午前８時30分～正午
　　　　　午後１時～５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

Duo Piace with 藤本あや子
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①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

10月号の答え
11月号

　上・下の絵から「７つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送
ってください。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

◦締め切り 11月30日㈭ 必着

◦応募方法 はがきに必要事項を記入して、  
 ご応募ください。

クラッシーノNews !!

問い合わせ先 一般社団法人 クラッシーノこうし ☎342-5554 FAX342-5550
ホームページ　http://www.klassino-koshi.jp

クラッシーノ・マルシェ

☎342-5554 営）午前9時～午後7時

11月9日㈭ 定休日

日本ミツバチ日本ミツバチ

立山隆光さん・広美さん夫妻(若原)

～ 生産者を訪ねて ～

日本ミツバチは稀少価値が非常に高く、1
匹が一生のうちに集める蜂蜜の量はわずかテ
ィースプーン一杯ほど。

美味しい蜂蜜のヒミツ
巣箱ごとに採ってくる花の種

類が違うため、毎回いろんな花
の香りや味を楽しめます。

マルシェで
好評販売中
(数量限定)

両日とも買い物をされた
お客様限定です。

秋の大収穫祭秋の大収穫祭
11月11日㈯・12日㈰

マグロ解体の様子

1,500円以上お買い上げ
のお客様限定で抽選会を実施します。
※景品がなくなり次第、終了

※12日㈰のみの開催です

★特製だんご汁の振る舞い

★お楽しみ抽選会

★巨大マグロの解体ショーも開催

店内の野菜や果物に貼ってある専用
シールを5枚集めると素敵な商品が当たります。

くまもとグリーン農業くまもとグリーン農業
シールキャンペーンシールキャンペーン

11月１日㈬～30日㈭

★応募すると抽選であか牛や海産物が当たる

★さらに100円の割引券としても利用できます。

生産過程
①
採
蜜

②
瓶
詰
め

蜂蜜

日本ミツバチは西洋ミツバ
チより体が小さく希少で、
いろいろな花から蜜を集め
ます。合志には素晴らしい
「宝」があるんですよ。
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合志市役所
合志庁舎･･････････☎･248－1111㈹
〒861-1195･合志市竹迫2140
西合志庁舎･･･････☎･242－1111㈹
〒861-1193･合志市御代志1661-1

須屋支所･･･････････････☎･345－4400
須屋市民センター･･･☎･346－4112
泉ヶ丘支所（市民センター）･･･☎･248－3453
御代志市民センター･･☎･242－1190
黒石市民センター･･･☎･242－2321

ヴィーブル････････････復旧工事中
みどり館･･･････････････☎･248－0400
ふれあい館････････････☎･242－7000
三つの木の家･････････☎･248－6277
老人憩の家････････････☎･242－2030

西合志図書館･････････☎･242－5555
ユーパレス弁天･･････☎･348－2626
人権ふれあいセンター･･☎･248－3893
合生文化会館･････････☎･242－3218

問
い
合
わ
せ
先

カレンダーお知らせ

消費生活センター 相談方法……電話・来庁･☎･248-5442 ところ……合志庁舎　２階･総務課内･消費生活センター
生活支援相談センター 相談方法……電話・来庁･☎･242-9020 ところ……西合志庁舎３階･安心サポート合志
女性・子どもに関する相談 相談方法……電話・来庁･☎･242-1240 ところ……西合志庁舎３階･女性・子ども支援室
黒石原演習場関係 総務課　総務・男女共同参画班･☎･248-1112

防災行政無線聞き直しダイヤル ☎･248-2288
防災情報お知らせメール bousai.koshi-city@raiden.ktaiwork.jp

11/ 2 木 3 金 4 土
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

合志マンガ義塾■マ
13:30～15:00
マンガミュージアム

図書館まつり■図
10:00～17:00
西合志図書館
星空観望会■図
19:00～21:00
西合志図書館天文台

休◆
5 日 6 月 7 火 8 水 9 木 10 金 11 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市■税
9:00～13:00
合志庁舎
図書館まつり■図
10:00～17:00
西合志図書館
お昼の星空観察会■図
11:00～15:00
西合志図書館
ワークショップ■マ
13:30～15:00
マンガミュージアム

３歳児健診■健
13:15～13:45
泉ヶ丘市民センター

こころの相談■健
13:45～　要予約
西合志庁舎

３歳児健診■健
13:15～13:45
ふれあい館
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00～14:30
みどり館
１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15～13:45
ふれあい館

星空観望会■図
19:00～21:00
西合志図書館天文台

休●★◆■M 休◎
12 日 13 月 14 火 15 水 16 木 17 金 18 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市■税
9:00～13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30～11:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15～13:45
泉ヶ丘市民センター

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

合志市文化祭■生
9:00～17:00
御代志市民センター
星空観望会■図
19:00～21:00
西合志図書館天文台

休●★◆■M 休◎
19 日 20 月 21 火 22 水 23 木 24 金 25 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市■税
9:00～13:00
合志庁舎
合志市文化祭■生
9:00～16:00
御代志市民センター

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00～14:30
西合志庁舎

４～５カ月児健診■健
13:15～13:45
ふれあい館

４～５カ月児健診■健
13:15～13:45
泉ヶ丘市民センター

合志マンガ義塾■マ
13:30～15:00
マンガミュージアム

星空観望会■図
19:00～21:00
西合志図書館天文台

休■ 休●★◆■M 休◎ 休◆
26 日 27 月 28 火 29 水 30 木 12/ 1 金 2 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市■税
9:00～13:00
合志庁舎
KOSHI健康まつり
■政
10:00～17:00
カントリーパーク

７～８カ月児健診■健
13:15～13:45
泉ヶ丘市民センター
ブックスタート■図
14:00～16:30
泉ヶ丘市民センター

７～８カ月児健診■健
13:15～13:45
ふれあい館
ブックスタート■図
14:00～16:30
ふれあい館

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00～14:30
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■図
19:00～21:00
西合志図書館天文台

休●★◆■M 休◎ 休★M
3 日 4 月 5 火 6 水 7 木 8 金 9 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市■税
9:00～13:00
合志庁舎

献血■健
9:30～12:00
西合志庁舎
３歳児健診■健
13:15～13:45
泉ヶ丘市民センター

特設人権相談■人
10:00～15:00
泉ヶ丘市民センター
３歳児健診■健
13:15～13:45
ふれあい館
図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15～13:45
泉ヶ丘市民センター

合志マンガ義塾■マ
13:30～15:00
マンガミュージアム

星空観望会■図
19:00～21:00
西合志図書館天文台

休●★◆■M 休◎

2017年11月▲ 12月

■市市民課･☎･248－1113　■税税務課･☎･248－1114　■健健康づくり推進課･☎･242－1183　■図西合志図書館･☎･242－5555　■人人権啓発教育課･☎･242－1190　
■社合志市社会福祉協議会･☎･242－7000　■マ合志マンガミュージアム･☎･273－6766　■生生涯学習課･☎･242－1190　■政政策課･☎･248－1028

●コミュニティ休館施設（御代志・須屋・黒石市民センター） ★市立図書館休館  
◆ふれあい館休館  ◎みどり館休館  ■老人憩の家休館  Mマンガミュージアム休館
※ヴィーブルは震災復旧工事、野々島公民館は建て替え工事のため休館し
ます。

市県民税 第６期
国民健康保険税 第６期 の納期限は11月30日㈭です
固定資産税 第６期 口座振替も11月30日㈭です
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　環境保護への関心と理解を深めませんか。
エコに関する体験型のイベントなどを行ない
ます。

●内　容 環境団体によるごみ分別クイズ、ＥＭ菌使用の野
菜の販売、フリーマーケット、ペットの迷子札作
り、リサイクル自転車や景品の抽選会など

合志市エコまつり同
時
開
催

ち

　
り

ふ

で

ど

携
帯
用
サ
イ
ト

〒
8
6
1
-1

1
9
5
　

熊
本

県
合

志
市

竹
迫

2
1
4
0

 ☎
 
（

0
9
6
）

2
4
8
–1

8
1
3

F
A
X
 （

0
9
6
）

2
4
8
–1

1
9
6

発
行

／
合

志
市

編
集

／
企

画
課

こ
う
し

広報

　

10
月
は
地
域
の
お
祭
り
や
運
動
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

参
加
者
や
応
援
す
る
人
た
ち
の
素
敵
な
表
情
に

た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
。

　

さ
て
先
日
、
三
つ
の
木
の
家
で
開
催
さ
れ
た

こ
う
し
こ
ど
も
塾
を
取
材
し
ま
し
た
。
塾
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
貼
っ
て
あ

る
論
語
を
大
き
な
声
で
丁
寧
に
読
み
上
げ
ま
す
。

会
場
に
響
き
渡
る
大
き
な
声
、
生
き
生
き
と
し

た
表
情
。
保
護
者
か
ら
は
「
以
前
は
大
人
し
か

っ
た
の
に
、
は
っ
き
り
と
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
、
私
も
子

ど
も
の
こ
ろ
に
戻
っ
て
参
加
し
て
み
た
い
と
、

う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
図
書
館
、
社
協
な
ど
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
毎
月
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
内
容
も
対
象

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
身
の
回
り
で
行
な
わ
れ
て
い
る
講
座

や
行
事
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に

は
学
び
や
人
と
の
出
会
い
、
新
し
い
発
見
が
き

っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
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　（　）内は前月比

人　口 61,417 （＋52）

世　帯 23,759 （＋34）
出生 ･･･････････････ 63 （－9）
死亡 ･･･････････････ 45 （＋4）
転入 ･････････････ 194 （－46）
転出 ･････････････ 160 （－26）


